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➣令和２年度から自衛官候補生採用試験と陸海空士の処遇が見直されます。

多様な経歴や能力を有する人材を確保するため、下表のとおり変更します。

現 在 変更後

出題範囲 中学校卒業程度 高校卒業程度

科 目 国語、数学、社会
国語、数学、地理歴史
および公民

勤務に有用な資格等を幅広く評価するため、経歴評定を導入します。

評価される資格・免許等（一部※）

免許等 大型自動車、自動２輪、牽引、フォークリフト運転士など

情報処理 情報技能者、プロジェクトマネージャ、ＩＴサービスマネージャなど

専門資格

小型（大型）自動車整備士、航空整備士、海技士（航海）・（機関）、ボイラー技士、
電子回路接続技能士、伝送交換主任技術者、総合・陸上・海上無線通信士、

ガス（アーク）溶接技能者、建築士、電気工事士、危険物取扱者、救急救命士、理学療法士、
診療放射線技師、臨床検査技師、ＴＯＥＩＣ６００点以上など

※ 記載されている資格は一部です。詳しくは最寄りの募集事務所又は栃木地方協力本部へお問い合わせ下さい。

多様な経歴や能力を有する人材に見合うよう、初任給等を下表のとおり引き上げます。

現 在 引き上げ後

自衛官候補生手当 １３３，５００円 １４２，１００円

２士任官時初任給（高卒採用）※１ １６９，９００円 １７９，２００円

２士任官時初任給（大卒採用）※１ １８１，１００円 １９８，１００円※２

※１ 自衛官候補生は、３ヶ月の教育を受けた後、２等陸海空士（２士）に任官します。
※２ 大卒者の初任給は、複数年かけて段階的に引き上げられる予定です。

栃木地本ＨＰは

こちらから👇

こんな水分を取ろう！
・温度…５℃～１５℃・糖分…３～６％・塩分…０．１～０．２％経口補水液やスポーツドリンクがおすすめ！

こんな時は水分不足！
① 体重が運動前と運動後で体重減少が２％を超えたとき ② 運動後の尿の色が濃く、量が少ない場合

では、熱中症にならないためにはどのような水分の取り方がいいの？？
運動前にコップ１～２杯（２５０～５００㎖） 運動中に１時間当たり５００～１０００㎖
その他にも有効な手段として…
・睡眠をしっかりとりましょう！ ・冷却グッズを活用しましょう！ ・エアコンを有効に使用しましょう
ちなみに体重の２％の水分が失われると、運動パフォーマンスの低下、めまい、吐き気、食欲減退などの症状が出ます！
熱中症を予防して仕事や訓練に最大限の力が発揮できるように皆さん注意しましょう！！

夏本番！正しい水分（塩分）補給で熱中症を予防しよう！！

採用に関する詳しいお問い合わせは最寄りの募集事務所または栃木地方協力本部へお気軽にどうぞ！！

栃木地方協力本部 ☎028-634-3385
大田原地域事務所 ☎028-634-3385

宇都宮分室 ☎028-634-3385

真岡募集案内所 ☎028-634-3385
小山地域事務所 ☎028-634-3385
足利地域事務所 ☎028-634-3385

１９式装輪自走１５５㎜りゅう弾砲

令和２年３月２６日、第９特科連隊（岩手）と第６特科連隊（郡山）が統合されるかたちで「東北方面特科連隊」が新編
されました。

これは、３１防衛大綱及び３１中期防に示された、北海道以外に所在する師・旅団が保有する特科火砲を各方面隊
直轄の特科部隊へ集約する方針によるものです。

すでに西部方面隊でも同様の部隊改編が実施されており、残る東方（第１２特科隊含む）・中方についても遠からず
方面特科部隊への集約が行われるのではないかと個人的には危惧しています。(´;ω;`)

一方、装備面では現有の155mmりゅう弾砲FH-70の後継として「１９式装輪自走155mmりゅう弾砲」が開発され、平成

３０年５月以降評価試験が実施されています。これまでの装軌式自走りゅう弾砲と違い北方以外への配備も見込まれ
ます。
令和元年度富士総合火力演習で公開された試作車両はドイツの自動車メーカーMAN社製の8×8輪トラックをベース
としており、自走化による射撃・陣地変換の迅速化、戦略機動性の向上及びネットワーク化が図られています(｀・ω・´)
編成・装備ともに変わりゆく野戦特科部隊から今後も目が離せません！

１５５㎜りゅう弾砲 ＦＨ-７０
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No．４４
２０２０年６月

自
衛
隊
栃
木
地
方
協
力
本
部

祝

令
和
２
年
３
月
17
日
及
び
同
年
3
月
18
日
に
、
国
の
防
衛
へ
の
協
力
に
お
い
て
顕
著
な
功

績
が
あ
る
事
業
所
か
ら
、
地
方
協
力
本
部
長
の
推
薦
に
よ
り
防
衛
大
臣
が
認
定
す
る
大
臣

認
定
証
を
「株
式
会
社

群
桐
産
業
」様
、
「株
式
会
社

星
野
工
業
」様
、
「株
式
会
社

太

陽
警
備
保
障
」様
の
3
社
に
自
衛
隊
栃
木
地
方
協
力
本
部
（本
部
長

諸
石
正
弘

一
等
陸

佐
）か
ら
交
付
さ
れ
た
。
こ
の
度
の
受
賞
で
栃
木
地
本
管
理
の
雇
用
企
業
様
で
8
社
交
付
さ

れ
た
こ
と
に
な
る
。

本
部
長
か
ら
の
交
付
を
受
け
た
企
業
主
様
か
ら
は
、
「近
年
の
災
害
等
多
発
に
伴
い
、
自
衛

隊
へ
の
期
待
は
高
ま
る
ば
か
り
で
す
。
我
々
も
少
し
で
も
お
力
に
な
れ
れ
ば
と
今
日
ま
で
や
って

き
た
事
に
対
し
て
の
評
価
と
し
て
、
防
衛
大
臣
認
定
証
の
受
賞
、
大
変
光
栄
で
す
。
今
後
も

予
備
自
衛
官
等
の
積
極
的
な
雇
用
に
努
め
て
行
き
ま
す
。
」と
力
強
い
お
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

引
き
続
き
栃
木
地
本
は
、
更
な
る
即
応
予
備
自
衛
官
の
拡
充
と
事
業
所
と
の
協
力
態
勢
を

推
進
し
て
い
く
。

【株式会社 太陽警備保障】 様

【株式会社 星野工業】 様

【株式会社 群桐産業】 様

防衛大臣認定証地本長認定証

【新那須温泉供給株式会社】 様

令
和
２
年
３
月
13
日
に
、
申
請
の
あ
った
事

業
所
の
中
か
ら
、
日
頃
よ
り
予
備
自
衛
官
等

制
度
へ
の
理
解
、
協
力
を
頂
い
て
い
る
企
業
へ

地
本
長
が
認
定
し
た
予
備
自
衛
官
等
協
力

事
業
所
表
示
地
本
長
認
定
証
を
自
衛
隊
栃

木
地
方
協
力
本
部
（副
本
部
長

吉
田
賢
二

防
衛
事
務
官
）か
ら
贈
呈
さ
れ
た
。

こ
の
度
の
受
賞
は
【新
那
須
温
泉
供
給

株
式
会
社
】様
で
、
「今
後
も
積
極
的
な
予
備
自

衛
官
等
の
雇
用
に
加
え
、
制
度
へ
の
理
解
も
含
め
て
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
」と
力
強
い

お
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

自
衛
隊
栃
木
地
方
協
力
本
部
は
、
今
年
度
も
予
備
自
衛
官
等
雇
用
企
業
、
即
応
予
備
自

衛
官
、
訓
練
部
隊
と
連
携
し
て
、
即
応
予
備
自
衛
官
の
拡
充
と
制
度
発
展
に
努
め
て
行
く
。

世
界
中
で
猛
威
を
振
る
って
い
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
。

当
初
、
中
国
の
武
漢
地
区
で
発
生

が
報
じ
ら
れ
た
時
は
、
多
く
の
国
々

に
と
って
「対
岸
の
火
事
」だ
った
が
、

交
通
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
って
瞬
く

間
に
各
国
に
飛
び
火
し
た
。

日
本
で
も
感
染
者
が
増
え
続
け
、
令
和
２
年
５
月
中
旬
段
階

で
も
終
息
の
見
通
し
は
立
って
い
な
い
状
況
だ
。

令
和
２
年
度
の
即
応
予
備
自
衛
官
招
集
訓
練
も
例
年
通
り
、

ス
タ
ー
ト
を
す
る
予
定
が
、
政
府
に
よ
る
「緊
急
事
態
宣
言
」に

伴
い
、
現
段
階
で
の
訓
練
は
延
期
の
調
整
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
。

即
応
予
備
自
衛
官
達
に
と
って
も
、
今
年
度
の
訓
練
調
整
を

終
了
し
て
、
中
に
は
、
企
業
と
の
綿
密
な
調
整
を
し
て
設
定
を

し
た
隊
員
も
い
る
。

今
年
度
、
年
間
30
日
間
と
い
う
招
集
訓
練
日
数
を
達
成
で
き

る
か
不
安
な
隊
員
も
多
く
な
って
い
る
が
、
今
こ
そ
我
々
自
衛
隊

栃
木
地
方
協
力
本
部
・担
任
部
隊
・即
応
予
備
自
衛
官
各
隊

員
が
協
力
・連
携
し
て
、
こ
の
危
機
的
状
況
を
打
破
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

感
染
拡
大
防
止
に
し
っか
り
と
留
意
し
な
が
ら
、
栃
木
地
本
の

管
理
が
多
い
、
第
48
普
通
科
連
隊
第
４
中
隊
、
重
迫
撃
砲
中
隊

は
、
宇
都
宮
駐
屯
地
に
お
い
て
「Ａ
訓
練
」を
実
施
し
、
今
年
度

新
規
採
用
者
た
ち
も
被
服
受
領
や
身
体
検
査
、
所
属
中
隊
長

と
面
談
等
を
実
施
し
、
即
応
予
備
自
衛
官
と
し
て
、
第
1
歩

を
踏
み
出
し
た
。

我
々
、
自
衛
隊
栃
木
地
方
協
力
本
部
は
更
な
る
即
応
予
備

自
衛
官
拡
充
と
予
備
自
衛
官
等
制
度
の
発
展
に
努
め
て
行
く
。

栃木地方協力本部

お気軽にお問合せ下さい。

０２８（６３４）３３８５

朝礼の様子

新規採用者の
被服交付の様子
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